
文字配置不可： 内側0.5cm

ガイドを表示して作成しましょう

最低限の余白（推奨）： 内側2cm

文字要素は余白の内側に配置します

A1正寸サイズ台紙

種子生産をスマート化

水稲の種子生産の効率化技術

高品質な水稲種子

水稲種子生産の生産性向上を図るため、AI

システムを活用した生育ステージの判断や、交

雑防止のための隔離温室の利用法、種子伝染

性病害防止のための体系防除法、漏生イネ※

防除法、ドローン画像から異形株を検出する

システムのプロトタイプを開発しました。

これらの技術は種子生産マニュアルとして

公開し、種子生産の省力化・効率化に貢献しま

す。

※過年度に脱粒した種子により発生したイネ

種子生産は異品種や病気の混入を防ぐた

め、大きな労力が必要です。種子生産を担う

農家は高齢化が著しく、また、優良で健全な

種子生産のためには高度な栽培技術が求め

られ、新規参入が難しいことから、後継者不

足となっています。

一方で、作期分散やニーズの多様化へ対応

するため、取り扱う品種の数は増え続けてお

り、種子生産現場は慢性的な人手不足となっ

ています。

研究背景

異形株調査の様子

水稲採種圃場における
異形株（写真左）と罹病株（写真右）

農研機構研究代表機関

品種多様性拡大に向けた種子生産の効率化技術の

開発
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Ⅳ. 研究成果概要

せいろう



文字配置不可： 内側0.5cm

ガイドを表示して作成しましょう

最低限の余白（推奨）： 内側2cm

文字要素は余白の内側に配置します

A1正寸サイズ台紙

追肥時期の決定支援や中干しの目安となる茎

数判定により、優良で健全な種子生産が可能

主な成果

スマホ画像から幼穂分化期等の生育ステー

ジを判定する栽培管理ツールを実用化

1

種子生産のための最新技術マニュアルを作

成

水稲の種子伝染性病害の防除、漏生イネの防

除、水管理・追肥等の栽培管理支援、異形株抜取

りの省力化、麦類や大豆の省力的種子栽培管理

法等に関する開発技術の紹介により、種子生産

の効率化が可能

3

交雑防止のための隔離温室の栽培条件の策

定

隔離温室を有効に活用し、他品種の混入や病

害の汚染が少ない種子を生産。その後の種子生

産圃場での異形株の抜取り時間の大幅な削減が

可能

2

隔離温室における採種栽培の様子。隔離温

室の締め切りや高温抑止のための遮光カー

テン等の利用効果・利用方法を明らかにした

［問合せ先］農林水産省農産局穀物課 03-3502-5965

栽培管理ツール「Growth eye Field」

◆異形株の抜取りに係るのべ作業時間は1.6～2.6

   時間/10aとなり、原原種の由来が品種育成地の

   場合と比較すると、57～81％削減、作業回数も

   半分以下に削減

［農研機構等］種子生産のための最新技術マニュアル

https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-

pamph/169028.html


